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「
教
育
の
ま
ち
」
高
梁
に
は
、
高
校
が
５

校
あ
り
ま
す
。
３
万
人
規
模
の
市
で
、
５
校

も
高
校
が
あ
る
こ
と
は
珍
し
く
、
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
に
学
校
独
自
の
特
徴
を
も
っ
て
い
ま

す
。

go! go!

①

ク
イ
ズ
の
答
え

A 

県
立
高
梁
城
南
高
校

B 

市
立
松
山
高
校

C 

県
立
高
梁
高
校

D 

高
梁
日
新
高
校

E 

市
立
宇
治
高
校

　
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
の
皆
さ
ん

は
、
市
内
で
、
自
分
に
合
っ
た
高
校

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
広
報
た
か
は
し
で
は
、
進
学
を
控

え
て
い
る
中
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
５
つ
の
す
ば
ら
し
い

高
校
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、「
高
梁
の
高
校
に
行
こ
う
！
」

と
題
し
て
、
次
号
か
ら
順
に
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

問 

学
校
教
育
課
☎
21
‐
１
５
０
８

地
図
中
に
あ
る
高
校
が
、
次
の
ど
れ
に
当
て
は
ま
る
か
分
か
り

ま
す
か
？

A  

来
年
度
入
学
生
よ
り
４
科
す
べ
て
で
コ
ー
ス
制
を
導
入
、

制
服
も
新
し
く
な
る
専
門
学
科
の
県
立
高
校

B  

働
き
な
が
ら
勉
強
や
部
活
動
に
取
り
組
め
る
、
普
通
科
の

市
立
夜
間
定
時
制
高
校

C  

普
通
科
と
家
政
科
が
あ
り
、
進
路
や
興
味
関
心
に
よ
っ

て
授
業
が
選
べ
る
創
立
１
３
５
年
の
伝
統
校

D  『
日
々
新
た
な
り
』
の
建
学
の
精
神
の
も
と
、
さ
ら
な
る

飛
躍
を
目
指
す
高
梁
唯
一
の
私
立
高
校

E  

充
実
し
た
学
校
設
定
科
目
が
あ
り
、
３
年
間
で
卒
業
で

き
る
普
通
科
の
市
立
昼
間
定
時
制
高
校　

Kõya River

教
育
の
ま
ち
高
梁
　
高
校
ク
イ
ズ
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Takahashi 
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Gym
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医療と福祉と生活をつなぐ ③

■問い合わせ　保険課連携推進係　☎21-０３０４

　第 3回目の今回は、高梁地域医療連携実務者協議会（以下、実務者協議会）の取り組みのうち「実務者によ
る連携の実際」についてご紹介します。
　入院であっても、在宅であっても、患者さんは多くの不安を抱えています。だからこそ、「専門職がそばに
いる」、「退院に向けて多くの専門職が関わっている」ことで安心感を持てるよう、専門職同士が連携を図っ
ています。
　例えば、病院から退院する時には、病院スタッフとこれから在宅生活を支えるスタッフで、それぞれの立
場から退院後の生活上の注意点や、外泊訓練の結果を確認して、実際の生活上の問題点を共有する会議（多職
種共同カンファレンス）を行います。
　また、在宅での生活では、住宅改修が必要となる場合もあります。家屋調査のために、ケアマネジャー、
リハビリ職員等に加えて、福祉用具事業所等の住宅改修の施行者などの多職種で訪問することがあります。
これは、その場で具体的なアドバイスや確認をすることで、効率的で本人の身体にあった住宅改修を行うこ
とを目的としているからです。例えば、手すりを取り付ける時、壁の補強の有無などは医療職ではなかなか
判断することができません。そこで、住宅改修の施行者に専門的な立場からアドバイスをもらいます。
　今回、実務者協議会の皆さんにお話しを伺い、医療職、福祉職に加え、福祉用具事業所等、実に多くの専
門職とネットワークを構築していることを理解し、だからこそ、安心した生活を送ることができているのだ
と分かりました。
【インタビュー】森

もり

下
した

　茜
あかね

さん、角
すみ

　美
み

星
ほし

さん（吉備国際大学社会福祉学科 3年）
【指導】岡

おか

崎
ざき

 幸
ゆき

友
とも

准教授（吉備国際大学社会福祉学科）

 ～ 実務者による連携の実際 ～

　

成
羽
町
担
当
の
佐
藤
で
す
。

今
年
の
８
月
で
３
年
の
任
期

が
終
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
活
動
を
支
え
て
く
れ
た
皆

様
、
応
援
い
た
だ
い
た
皆
様

に
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
３
年
間
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
の
３
年
間
は
、
地
域
の

協
力
の
も
と
、
５
つ
の
事
を

中
心
に
活
動
し

ま
し
た
。

①
イ
ベ
ン
ト
準

備
や
活
性
化
の

会
議
に
参
加
す

る
「
地
域
活
動

の
応
援
」

②
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
や
テ
レ
ビ
出
演

で
高
梁
の
Ｐ
Ｒ
を
し
た
「
情
報
発
信
」

③
ベ
ン
ガ
ラ
型
染
め
や
柚
子
胡
椒
の
開

発
な
ど
「
特
産
品
の
開
発
」

④
陶
芸
や
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
す
る
「
自

身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
」

⑤
コ
タ
ツ
で
見
る
神
楽
や
げ
ん
き
酒
場

な
ど
の
「
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
」　

で
す
。

　

ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、

振
り
返
る
と
た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
あ

り
、
と
て
も
充
実
し
た
日
々
で
し
た
。

　

今
後
も
吹
屋
を
活
動
拠
点
に
、
眠
れ

る
資
源
を
見
つ
け
、
新
し
い
企
画
の
芽

を
大
き
く
育
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
か
ら
高
梁
市
の
「
移
住

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
に
就
任
し
ま
す
。

こ
れ
は
過
疎
・
高
齢
化
に
悩
む
地
域
と

田
舎
暮
ら
し
が
し
た
い
移
住
者
を
繋
げ

る
仕
事
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活

か
し
て
、
多
く
の
人
を
高
梁
へ
呼
び
込

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
平
成
25
年
に

吹
屋
小
学
校
で
挙
げ
た
私
の
結
婚
式
の

こ
と
が
、
全
国
の
協
力
隊
の
事
例
を
集

め
た
書
籍
に
と
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

３
年
の
節
目
に
こ
の
様
な
本
に
掲
載
さ

れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

話
題
の
書
籍
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊  

日
本
を

元
気
に
す
る
60
人
の
挑
戦
」（
学
芸
出
版
社
）

は
８
月
26
日
に
発
売
。
佐
藤
さ
ん
の
結
婚
式
に

つ
い
て
は
表
紙
に
も
（
写
真
左
下
）。

在宅医療連携拠点事業通信 第 17回


